
４
月
18

日
、
府
職
労
健

康
医
療
・
保
健
所
支
部
は
、

職
員
に
夜
間
緊
急
電
話

を
持
ち
帰
ら
さ
な
い
体

制
の
確
立
等
を
求
め
、
健

康
医
療
部
長
に
「
緊
急
申

入
れ
」を
行
い
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
は
、
連
日
多
数

の
感
染
者
数
が
報
告
さ

れ
、
そ
の
対
応
は
長
期
化

し
、
健
康
医
療
部
や
保
健

所
職
員
の
疲
労
は
限
界

に
達
し
て
い
ま
す
。 

特
に
夜
間
緊
急
電
話

対
応
は
、
職
員
が
電
話
を

持
ち
帰
っ
て
、
在
宅
あ
る

い
は
通
勤
帰
宅
途
上
で

も
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
長
時
間
過
密
労
働

の
う
え
に
、
非
常
に
無
理

な
体
制
が
長
期
に
わ
た

っ
て
持
続
し
て
い
ま
す
。 

夜
間
、
入
院
調
整
が
必

要
に
な
れ
ば
、
医
療
機
関

の
空
き
状
況
も
分
か
ら

な
い
ま
ま
、
近
隣
の
病
院

を
手
探
り
で
探
す
こ
と

に
な
り
、
精
神
的
に
不
安

定
で
不
安
の
高
い
患
者

に
対
し
て
、
い
く
ら
説
明

を
し
て
も
理
解
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

時
に
は
夜
間
に
配
食

サ
ー
ビ
ス
の
相
談
で
罵
倒

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
身

体
的
な
疲
労
や
精
神
的

な
負
担
は
想
像
以
上
に

大
き
く
、
加
え
て
家
庭
環

境
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
実
態
が
あ
り

ま
す
。 

各
保
健
所
か
ら
は
、
こ

の
状
況
が
続
く
こ
と
に
、

不
安
の
声
が
噴
出
し
、
夜

間
緊
急
電
話
は
、
も
う
持

ち
帰
れ
な
い
と
い
う
声

が
多
く
出
て
い
ま
す
。 

こ
の
間
、
府
職
労
も
支

部
も
再
三
に
わ
た
り
改

善
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

２
年
以
上
経
っ
て
も
何
の

改
善
も
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。 支

部
の
申
入
れ
に
対

し
、
部
当
局
は
「
実
態
は

よ
く
わ
か
っ
た
。
担
当
課

に
伝
え
る
」
と
述
べ
ま
し

た
。
府
職
労
と
支
部
は
引

き
続
き
、
改
善
を
求
め
る

と
と
も
に
、
各
職
場
で
の

申
入
れ
に
も
取
り
組
み

ま
す
。 

もう限界を超えている！ 
２年以上も続く「持ち帰り電話」対応を直ちに改善して！ 

健康医療・保健所支部が緊急申入れ 

【申入れ項目】 
 

１．職員に夜間緊急電話を持ち帰らさないよ

う、医療機関、医師会、消防署の協力を得る

等、保健所を介さない体制を早急につくるこ

と。また、夜間電話対応が必要な場合は、職員

体制を充実させ、交替制勤務を導入するなど、

職員の負担軽減を図ること。 
 

2．当面、体制ができるまでは、職員の意見を

十分に聞いて、育児、介護要件、持病等、夜間

の対応に支障のある職員を当番から除外する

等、最大限の配慮をすること。 
 

３．夜間緊急電話を持たせている時間について

は、オンコール手当を支給すること。また、電話

対応した時間、その後の対応に要した時間は

時間外手当を支給すること。管理職による勤務

時間管理を徹底し、支給漏れがないようにする

こと。 


